
学
校
耐
震
診
断
不
徹
底
安

自
治
体
、
非
公
表
も
1
7
％

文
部
科
学
省
は
1
6
日
、
今
年
4
月
1
日
時
点
の
全
国
の
公
立
学
校
の
耐
震
化
状
況
を
発
表
し
た
。
昨

年
6
月
の
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
改
正
に
よ
り
、
幼
稚
園
と
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
つ
い

て
は
耐
震
診
断
と
結
果
公
表
が
設
置
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
未
診
断
の
建
物
が
あ
る
自
治
体
は
6

7
6
（
3
6
・
0
％
）
、
結
果
を
公
表
し
て
い
な
い
自
治
体
は
3
2
0
（
1

7
・
0
％
）
あ
り
、
遵
法
状
態

が
続
い
て
い
る
。
（
上
野
創
、
市
原
研
吾
）
＝
1

0
面
に
関
係
記
事

法
改
正
で
耐
震
化
工
事
の
国
庫

補
助
率
を
引
き
上
げ
る
な
ど
し
た

拝
具
、
市
町
村
の
負
担
は
約
3
都

か
ら
約
1
割
に
軽
減
さ
れ
た
が
、

財
政
事
情
を
考
え
る
と
な
お
重
荷

だ
と
す
る
自
治
体
は
少
な
く
な

い
。
文
科
省
は
是
正
の
指
導
を
強

め
る
方
針
だ
が
、
罰
則
が
な
い
法

律
に
ど
う
実
効
性
を
も
た
せ
る

か
、
今
後
の
課
題
に
な
り
そ
う
だ
。

文
科
筈
は
今
回
、
耐
震
診
断
の

括
異
を
公
表
し
な
か
っ
た
自
治
体

名
を
発
表
し
た
。
未
公
表
の

村
が
多
か
っ
た
の
は
北
海
道

自
治
体
）
、
福
岡
（
翌
、
福
島
（

青
森
（
1
8
）
な
ど
。
関
西
や
中

で
は
大
阪
（
1

0
）
、
滋
賀
（
9
）

山
（
9
）
、
高
知
（
8
）
、
香
川

が
目
立
っ
た
。
未
公
表
の
理

っ
い
て
、
大
阪
府
壊
大
阪
市

委
員
会
は
「
公
表
す
る
と
、

つ
耐
稟
工
事
を
す
ん
ね
ん
』

護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
予
想

さ
れ
る
が
、
工
事
の
め
ど
が
立
っ

て
い
な
い
。
不
安
を
募
ら
せ
る
だ

け
と
考
え
た
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
住
民
に
公
表
し
て
い
な

い
耐
稟
診
断
結
果
も
文
科
省
に
は

報
告
さ
れ
て
お
り
、
同
省
の
ま
と

め
に
よ
る
と
、
義
務
教
育
の
小
中

学
校
で
耐
震
健
が
あ
る
建
物
は
6
7

・
0
％
で
、
昨
年
よ
り
4
・
7
げ

増
え
た
。
耐
震
診
断
が
必
要
な
の
は
、
8
1

年
以
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ
た
約

7
万
5
千
棟
。
南
査
に
よ
る
と
、

現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い

構
造
耐
稟
指
標
（
I
S
値
）
0
・
7

未
満
と
さ
れ
な
が
ら
未
改
修
の
建

物
は
、
工
事
中
の
も
の
も
含
め
約

3
万
8
千
林
で
、
対
象
物
件
の
約

半
数
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
耐
蕪
化
率
が
高

■
公
立

都道府
県名

耐葉
化率
（％）

小 北海道 54 ．4
中
学
校
の

‾青森 58．8

岩手 66．4
宮城 90．1

耐
震
化

秋田 64．3
山形 54．0
率
（
福島 57．5
4 ‾
月
1
日

茨城 50．5
栃木 57．7
群馬 63 ．0
翌 埼玉 62 ．3

千葉 61 ．4
　）
東京 82 ．6 －

神奈Jl 93 ．4

新潟 60 ．9
富山 62．7

石川 64．3
福井 66．0
山梨 86．6
長野 76．0

岐阜 72．1
静岡 90．1
愛知 86．5
三重 89．0
滋賀 78．2

京都 73．7

大阪 61．0

兵庫 67．8

奈良 56．0

和歌山 65．8
鳥取 62．9
島根 60．8
岡山 58．2
広島 50．6
山口 48．1

徳島 55．3

香川 ■59こ9

愛嬢 58 ．5

高知 54 ．7
福岡 56 ．0
佐資 ・67．7
長崎 46．6
熊本 56．0

63．2

宮崎 75．0
鹿児島 61．2

沖縄 ．71．0

全国平均 67．0

か
っ
た
の
は
、
神
奈
川
9
3
・
4
％

▽
宮
城
・
静
岡
9
0
・
1
％
▽
三
重

8
9
・
0
％
な
ど
。
低
か
っ
た
の
は

長
崎
46
・
6
％
▽
山
口
4

8
・
1
％

▽
茨
城
5
0
・
5
％
▽
広
島
5
0
・
6

％
▽
山
形
5
4
・
0
％
な
ど
。

「
震
度
6
強
で
倒
壊
す
る
恐
れ

が
高
い
」
と
さ
れ
る
I
S
値
0
・

3
未
満
の
建
物
は
昨
年
の
約
1
万

横
か
ら
約
7
千
横
に
減
り
、
そ
の

7
千
棟
分
に
つ
い
て
も
補
正
予
革

で
国
と
し
て
の
財
源
措
置
は
済
ん

だ
と
い
う
。

小
中
以
外
の
公
立
学
校
で
は
、

幼
稚
園
の
耐
震
化
率
は
6
0
・
1

％
、
高
校
は
6
7
・
8
％
、
特
別
支

援
学
校
は
8
2
・
8
％
と
、
い
ず
れ

も
前
年
比
2
～
3
哲
増
だ
っ
た
。

幼
稚
園
の
偲
さ
が
目
立
っ
て
お

り
、
文
科
等
幼
児
教
育
課
は
「
災

害
時
に
住
民
の
避
難
所
に
な
る

小
、
中
、
高
校
を
先
に
手
当
て
す

る
傾
向
が
あ
る
」
　
「
少
子
化
な
ど

で
公
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
が
進

み
、
新
た
な
予
算
措
置
に
慎
重
に

な
っ
て
い
る
」
と
み
て
い
る
。



公立小中耐震化

府
、
全
国
平
均
以
下
6
1
％

診
断
結
果
非
公
表
1
0
市
町
鰯

文
部
科
学
省
が
1
6
日
に
発
表
し
た
公
立
小
中
学
校
の
今
年

度
の
耐
癌
化
状
況
調
査
（
今
年
4
月
1
日
現
在
）
で
、
府
内

平
均
は
耐
喪
化
率
が
6
1
・
0
％
と
前
年
度
よ
り
4
・
1
澤
上

昇
し
た
が
、
全
国
平
均
（
6
7
・
0
％
）
に
及
ば
ず
、
各
市
町

村
の
財
政
難
な
ど
か
ら
取
り
組
み
は
遅
れ
て
い
る
。
全
体
の

4
分
の
1
近
い
1
0
市
町
が
耐
喪
診
断
結
果
を
非
公
表
と
し
て

お
り
、
全
国
で
8
割
超
の
自
治
休
が
公
表
し
て
い
る
な
か
、

情
報
公
開
に
消
極
的
な
現
状
が
浮
き
彫
心
に
な
っ
た
。

1
．

9
8
1
年
以
前
の
耐
薦
革

準
で
建
て
ら
れ
た
施
設
が
小
中

学
校
の
6
8
棟
中
、
4
3
棟
を
占
め

る
阪
南
市
。
耐
震
化
率
は
3
6
・

8
％
に
と
ど
ま
り
、
旧
基
準
の

建
物
の
耐
虔
補
強
工
事
は
こ
れ

ま
で
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
同

省
が
昨
年
、
原
則
3
年
程
度
で

大
規
模
地
産
で
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
施
設
の
耐
褒
化
を
終
え
る

よ
う
市
町
村
に
求
め
た
こ
と

で
、
精
密
な
耐
廃
診
断
を
実
施

中
だ
が
、
市
教
委
は
「
ど
れ
が

危
険
な
建
物
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
具
体
的
な
補
強
計
画
は
こ

れ
か
ら
」
と
す
る
。

府
内
ワ
ー
ス
ト
2
の
守
口
市

も
「
進
め
た
い
の
は
や
ま
や
ま

だ
が
…
…
」
と
言
葉
を
濁
す
。

国
は
今
年
度
の
補
正
予
算
で
学

校
耐
震
化
の
補
助
金
を
計
上
し

た
が
、
補
強
が
必
要
な
施
設
約

9
0
棟
は
耐
震
診
断
が
終
わ
っ
て

い
な
い
も
の
も
多
く
、
「
す
べ

て
を
一
気
に
進
め
る
の
は
予
算

的
に
難
し
い
」
と
い
う
。

一
方
、
昨
年
6
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
地
震
防
災
対
策
特
別

措
置
法
で
は
、
耐
薦
診
断
結
果

の
公
表
が
地
方
公
共
団
体
に
義

務
付
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
公
表

時
期
を
法
律
で
定
め
て
い
な
い

こ
と
や
罰
則
が
な
い
こ
と
も
あ

り
、
「
生
徒
や
保
護
者
の
不
安

を
招
く
」
　
（
吹
田
市
）
、
「
補

強
計
画
と
同
時
に
し
た
い
」
（
貝

塚
市
）
な
ど
と
公
表
し
な
い
自

治
体
も
残
っ
て
い
る
。

⑳府内柵村の公立心中弓喝の脊射脾（瑚

市 町村 名
大 阪市 ■9 0．8 8 7 ．6 二息 ．

岸和田市 4 0．3 4 0 ．1 〇

・∴Q ≡；；、・二′
○嬰 野市 2 5 0 2 1 5

r・洪一・l
蔓6 p一二‾■三．■■萱 ■■‾．二暴案津市 5 3 ．2

貝塚申 ＿ 4 7 0 4 5 6 ×

硬有望 拍 二4 6 4 3
十線＿■二．

．一旦 ＿■
八尾市 2 1．8 19 ．9 ○

7写 甲林市
磯 酪 絹 針 ＿■

6 6 6 0 ．0 Q J

圭草 悠
河 内長 野申 7－2．0 7 8 ．0 ○

r・・－■濫緑×
．．－；■笠　■；

昌5 草．， 6 ■大 乗市 63

6 5筆頭市 ．．． 7 1 0 轟・ン．三
4
1 ‾・

2（一丁
7
を・t
0

羽東密 市 38 ．1 jブ ×
門新 ・鳥 ：’■■こ■33．7 ∴ く：＿＿・・常二・．－．－
摂津奉 52

■‾．．‥9・・．
25

．3
1・三■・－■・

．0

4 7

2 5

■■■■凸．‾．

高 石市 ■・‾・‘．．・ ■・二、．了．0 ．■言
藤 井寺申 ．〇二

．・棄 未陛 市 ．．
泉南市

＝．三賂 畏r■
35 ．2

ニー■‾X ・－■′
2 3 6
封‾
2
駁

○
：四億擬 市 ＝‾＿1‾■・77恩 ＿二‾‘6才 。・う．・、・Q 二十
交野市 38 ．9 3 5

：′・■ご＿裾
40

○
・・米 阪欒 山市 ・5 各年＿ ‡工○圭
阪 3 火
虜 本町 ＿－ ■．5・ま2・

■0 ‾豊 能町 4 4 ．0 3 8 フ
儲 勢 町一　一 ・－3五・3 ・． ■34．5－ 米 1・・■・
忠 画町 4 2 ．9 4 2．9 ○
．■熊取 町 ■ 8 1．3 ＿・：：＝蘭 もニ3 ：■Q 二
田尻町 10 0 10 0 〇 ・
岬 町 ‾・ 4 0 ぷ＿‾‡＿■；1L一凍ア．4 ■〇・・．
太 子町 80 ．0 8 0 ．0 ○
。河 南町 ‾■ 6 6 ．7．．■＿J6 0 冶 ∴0 －＿■‘
千早赤阪村 23 ．1 2 5 ．0 ○
府内平 均 6 1．0 5 6 ．9 　＼
全国平均 6 7 ．0 6 2．3 　＼



幼
稚
園
耐
震
化
に
遅
れ

小
中
学
校
優
先
・
調
査
漏
れ
も

大阪4割以下

文
部
科
学
省
が
1
6
日
発
表
し
た

公
立
学
校
・
園
の
耐
稟
改
修
状
況

調
査
で
は
、
幼
稚
園
の
耐
稟
化
率

は
小
中
学
校
よ
り
7
漕
低
い
約
6
0

％
に
と
ど
ま
る
。
近
畿
の
幼
稚
園

で
は
、
滋
賀
県
と
和
歌
山
県
以
外

は
全
国
平
均
以
下
。
特
に
大
阪
は

4
割
近
く
し
か
耐
震
化
が
進
ん
で

い
な
い
。
災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
小
中
学
校
の
耐
嚢
化
が
優
先
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
よ

う
だ
。
　
　
　
　
＝
1
両
参
照

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
公
立
幼

稚
園
は
全
国
で
、
約
5
千
横
の
う

ち
3
千
棟
が
現
行
の
耐
震
基
準
が

設
け
ら
れ
た
8
1
年
以
前
に
で
き
た

「
耐
震
診
断
が
必
要
な
建
物
」
。

3
千
横
の
う
ち
耐
震
性
が
な
い
と

判
定
さ
れ
た
も
の
が
1
4
0
0

棟
、
診
断
未
実
施
が
約
6
0
0
棟

に
上
る
。

大
阪
府
交
野
市
に
は
幼
稚
園
と

保
育
園
が
一
体
と
な
っ
た
施
設
が

3
園
あ
る
。
計
4
8
0
人
が
通
う

が
、
耐
震
診
断
は
済
ん
で
い
な

い
。
保
護
者
会
は
耐
震
診
断
と
耐

震
工
事
を
市
に
求
め
て
い
る
。
同

市
は
、
耐
震
化
を
含
め
た
学
校
関

連
の
国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た

こ
と
を
受
け
、
3
園
の
耐
震
診
断

費
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を

7
月
商
会
に
提
案
す
る
見
通
し
。

松
本
啓
介
・
こ
ど
も
室
長
は
「
1

階
が
つ
ぶ
れ
、
子
ど
も
が
下
敷
き

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
す

る
保
護
者
も
多
い
。
こ
の
機
会
に

素
早
く
対
策
を
進
め
た
い
」
。

幼
稚
園
は
小
規
模
施
設
が
相
当

数
あ
り
、
今
回
の
調
査
か
ら
漏
れ

た
園
も
多
い
と
み
ら
れ
る
。
園
児

7
5
人
が
通
う
大
阪
府
松
原
市
の
市

立
松
原
幼
稚
園
も
そ
の
一
つ
だ
。

木
造
施
設
の
耐
震
化
の
調
査
対
象

は
「
3
階
建
て
以
上
ま
た
は
延
べ

木造平屋の市立松原幼稚
園。老朽化が目立ち、園
側も市に耐震改修を求め
ている＝大阪府松原市、
飯塚晋一撮影

床
面
積
5
0
0
平
方
㍍
を
超
え
る

も
の
」
。
築
4
7
年
な
が
ら
、
木
造

平
屋
建
て
の
同
園
は
調
査
の
対
象

外
だ
。
文
科
筈
の
担
当
者
は
「
今

後
の
検
討
課
題
」
。
山
村
京
子
園

長
は
「
早
く
耐
稟
対
策
を
し
て
保

護
者
に
安
心
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
。
大
阪
府
に
次
い
で
幼
稚
園
の
耐

震
化
率
が
低
い
奈
良
県
（
4
1
・
9

％
）
。
大
和
郡
山
市
は
小
中
学
校

の
耐
震
化
率
2
7
・
2
％
に
対
し

て
、
幼
稚
園
は
0
％
と
遅
れ
て
い

る
。
も
と
も
と
古
い
建
物
が
多
い

う
え
、
財
政
難
が
影
響
し
て
い
る

と
い
う
。
担
当
者
は
「
避
難
所
に

な
る
小
中
学
校
を
優
先
せ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
話
す
。

京
都
市
は
0
5
年
度
ま
で
に
、
全

市
立
小
中
学
校
、
幼
稚
園
で
耐
震

診
断
を
終
え
た
。
耐
震
化
率
は
小

中
学
校
で
餌
・
3
％
ま
で
進
ん
だ

が
、
幼
稚
園
は
聖
2
％
に
と
ど

ま
る
。
（
小
河
雅
臣
、
藤
田
さ
っ
き
、
市

原
研
吾
）


